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米穀機構情報部では、お米に関する様々な情報をホームページ
「米ネット」及び印刷物により提供しています。
今回は、農林水産省が平成２４年７月に公表した「米穀の需給及
び価格の安定に関する基本指針」のなかから、米穀の需給見通
し、民間流通における６月末在庫について掲載します。
また、当機構が毎月実施している消費動向調査をもとに、23年
度における精米の消費量等について紹介します。

注１：６月末在庫は、玄米の取扱数量が年間500トン以上の届出事業者の在庫量に10a以上の作付生産者の在庫量推計値を加えたものである。
注２：水稲収穫量は、平成23年産米の水稲収穫量（「作物統計」農林水産省大臣官房統計部）である。
注３：加工用米等は、米穀の需給調整実施要領第３において需給調整の取組として取り扱う米穀等として定める加工用米、新規需要米（飼料用及びバイオエタノール用を除く。）
　　及び備蓄米であって主食用米等に供給されないことが確認された米穀である。
注４：平成23年産米の特別隔離対策による隔離数量は、平成23年産米の特別隔離対策に従い、500 Bq/kgを超える放射性セシウムが検出され出荷制限が課された地域及び100 Bq/kg
　　超から500 Bq/kg以下の数値が検出され福島県から出荷見合わせが要請された地域において、生産者が生産した平成23年産米を市場流通から隔離する数量（見込み）である。
注５：地震・津波被害は、全国出荷団体及び全国米穀販売事業共済協同組合からの聞取りである。
注６：ラウンドの関係で計が一致しない場合がある。

１．平成2３／2４年の需要実績
　平成2３／2４年（2３年７月から2４年６月までの１年間）の需要実績（速報値）は図表１のとおり８１１万トン
となります。
　なお、農林水産省は平成2３／2４年の需要実績について、平成2４年11月策定の「米穀の需給及び価格の
安定に関する基本指針」における確定値報告に向け精査を行うこととしています。

I 米穀の需給見通し

図表１　 平成2３／2４年の需要実績（速報値）

昨年（平成23年6月末）
の在庫量181万トン

地震・津波に伴う
平成23年度米の前倒し供給

①の算出方法
　182万トン（平成24年6月末在庫（注１））
－181万トン（平成23年6月末在庫（注１））

　    1万トン（民間在庫量の増加）

在庫の増減

主食用米等の供給量
（平成23/24年） 需要実績

811万トン
②-①

②の算出方法
　840万トン（平成23年産米水稲収穫量（注２））
－  26万トン（平成23年産加工用米等（注３））
－　 2万トン（平成23年産米の特別隔離対策による隔離数量（注４））

　812万トン

地震・津波被害分
2.2万トン（注5） 主食用米等の供給

812万トン②

民間在庫量の増加
1万トン①

本年（平成24年６月末）
の民間在庫量
182万トン



図表３　平成８/９年～平成23/24年の全国の需要実績を用いた算出方法

（単位：トン）図表２　平成23/24年（平成23年7月から平成24年６月まで）の需要実績（速報値）
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福井
山梨
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23年6月末
在庫①

注：1) 全国覧は、産地の特定が出来ない未検査米等を含んでいるため、都道府県の合計と一致しない。
2) ラウンドの関係で計が内訳と一致しない場合がある。

2．全国の平成24／25年の需要見通し及び需給見通し
　平成24／25年（24年７月から25年６月までの１年間）の全国の需要見通しは、平成16年７月策定の基本
指針において最近の米の消費量を踏まえて採用した手法により、平成８／９年（８年７月から９年６月までの１年
間）以降から直近の平成23／24年までの全国の需要実績を用いて、トレンド（回帰式）で算出すると、図表３の
とおり７９８万トン（速報値）となります。
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資料：農林水産省調べ
　注：１）うるち玄米及びもち玄米の値である。
　　 ２）各年の民間在庫量において、
          ①平成16年以降については、年間玄米取扱数量500トン以上の業者(販売・出荷段階)の数量である。
　　　 ②平成15年については、
             ・販売段階の在庫量は、旧登録卸売業者の年間玄米取扱量500トン以上、旧登録小売業者の1,000トン以上の業者の数量である。
             ・出荷段階の在庫量は、年間玄米取扱数量500トン以上の業者の数量である。
          ③平成14年以前については推計値であり、
　　　　 ・販売段階の在庫量は、卸在庫量に小売在庫量（推計）を加えた数量である。
             ・出荷段階の在庫量は、系統在庫量に非系統在庫量（推計）を加えた数量である。
　　　　  なお、生産段階の在庫量は、「生産者の米穀現在高等調査」（平成22年以降は「生産者の米穀在庫等調査」）
              を基に算出した在庫量から精米在庫量（推計）を控除した玄米在庫量である。
       ３）ラウンドの関係で合計と内訳が一致しない場合がある。

図表５　民間流通における６月末在庫の推移 （単位：万トン）
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（平成）

　米穀の民間流通における６月末在庫は、図表５のとおり平成16年６月末までは、２００万トンを上回って
いましたが、平成17年６月末以降は平成21年及び平成22年６月末を除き、１６１万トンから１８４万トンの
範囲で推移しています。

　また、平成24年産米の生産量を生産数量目標７９３万トンで仮置きし、23／24需要見通しを踏まえる
と、平成24／25年の需給見通しは、図表４のとおりとなります。

図表４　平成24／25年の主食用米等の需給見通し
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II 民間流通における６月末在庫

注：平成24/25年備蓄米代替供給量は、①東日本大震災により、倉庫に保管されていた平成22年産米が被災し、これを平成23年産米で埋め合わせる形で供給が行われたこと、②特
別隔離対策（100 Bq/㎏を超える平成23年産米の特別隔離対策）の対象となる米が市場隔離されること、から供給量が減少したことに伴い、①及び②に見合う量４万トン（震災に
よる倉庫被災分２万トン程度＋特別隔離対策による隔離数量２万トン程度）の代替供給を政府備蓄米から行う数量である。

資料：農林水産省調べ
　注：１）うるち玄米及びもち玄米の値である。
　　 ２）各年の民間在庫量において、
          ①平成16年以降については、年間玄米取扱数量500トン以上の業者(販売・出荷段階)の数量である。
　　　 ②平成15年については、
             ・販売段階の在庫量は、旧登録卸売業者の年間玄米取扱量500トン以上、旧登録小売業者の1,000トン以上の業者の数量である。
             ・出荷段階の在庫量は、年間玄米取扱数量500トン以上の業者の数量である。
          ③平成14年以前については推計値であり、
　　　　 ・販売段階の在庫量は、卸在庫量に小売在庫量（推計）を加えた数量である。
             ・出荷段階の在庫量は、系統在庫量に非系統在庫量（推計）を加えた数量である。
　　　　  なお、生産段階の在庫量は、「生産者の米穀現在高等調査」（平成22年以降は「生産者の米穀在庫等調査」）
              を基に算出した在庫量から精米在庫量（推計）を控除した玄米在庫量である。
       ３）ラウンドの関係で合計と内訳が一致しない場合がある。

図表５　民間流通における６月末在庫の推移 （単位：万トン）
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お米・ごはん情報満載のホームページ 米ネット
　米穀機構のホームページ「米ネット」では、お
米の価格・消費・生産などの統計データをはじ
め、生産者及び販売業者の皆様向けにお米に関
する最新の情報を常時提供しています。
　また、生産者及び販売業者の皆様からの「米ネ
ット」に関するご提案・ご要望をお待ちしておりま

す。「お米生産・流通・価格ゾーン」、「生産者のコ
ーナー」等の中の「このページについての意見・
感想を投稿する」の投稿フォームからＥメールを
ご利用ください。皆様のアクセスをお待ちしてい
ます。
ホームページアドレス　http://www.komenet.jp/

お米・ごはん情報満載のホームページお米・ごはん情報満載のホームページ

　当機構では、平成２３年４月から、全国の消費世帯を対象としてインターネットによる米の消費動向調査を毎月
行い、調査結果をホームページ「米ネット」に掲載しています。平成23年４月から１年間の調査における、⑴精米
の消費量、⑵購入時に重視する点、⑶購入・入手経路はつぎのとおりです。

（１）精米の消費量
　１人１カ月当たりの精米消費量は4,841グラムで、うち家庭内の消費量は3,211グラム、家庭外においては、
中食が928グラム、外食は701グラムでした。
　なお、最近３カ月（平成24年４月から６月）の消費量を前年同時期と比べると、ほぼ同水準で推移しています。

（２）精米購入時に重視する点
　精米を購入・入手する際に重視する点について、最も多いのは「価格」となっており、ついで「品種」、「産地」と
なっています。

（３）精米の購入・入手経路
　精米の購入・入手経路について、最も多いのは「スーパーマーケット」となっており、ついで「家族・知人などから
無償で入手」、「生協（店舗、共同購入含む）」となっています。
　また、回答の中で「生産者から直接購入」、「インターネットショッピング」の割合が増えています。

＜米の消費動向＞

1人1ヵ月当たり精米消費量

注：1)消費量は30日分で算定している。
2)ラウンドの関係で計が内訳と一致しない場合がある。

（単位：グラム、％）

消費量

4,841

家庭内
消費量
3,211

割合
66.3

家庭外（中食）
消費量
928

割合
19.2

家庭外（外食）
消費量
701

割合
14.5

精米購入時に重視する点（平成23年４月から平成24年３月の平均）
（単位：％）

回答内容
価格
品種
産地

回答内容
食味（おいしさ）
年産
安全性

割合
77.8
51.4
49.8

割合
48.8
36.6
31.1

回答内容
精米年月日
適量感
製造販売業者

割合
27.4
  9.0
  7.7

回答内容
販売店
栽培方法
その他

割合
4.6
4.5
5.0

スーパーマーケット
家庭・知人などから無償で入手
生協（店舗、共同購入含む）
生産者から直接購入
インターネットショップ
ディスカウントストア
米穀専門店
ドラッグストア
農協（店舗、共同購入含む）
産地直売所
デパート
コンビニエンスストア
その他

回答内容 割合
（単位：％）

（％）

45.9
23.5
8.6
6.8
6.4
4.2
3.8
3.7
1.4
1.3
0.7
0.4
2.2

精米の購入・入手経路（平成23年４月から
平成24年３月の平均）

購入・入手経路の主な回答割合の推移
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（平成）


